
ITスキルが必要な層のイメージ（議論⽤：仮説）

IT人材（現状約91.9万人）
・AI、IoT、ビッグデータ等の技術を開発・実装・運用する人材

非IT人材（現状約4800万人）
・ＩＴスキルを活用してビジネスの企画や改善、実践をする人材

学生（就職）

注：IT人材と非IT人材は、仕事の内容で区別しており、企業の種別（IT企業/非IT企業）によって区別しているものではない。
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ハイレベル

レベル
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レベル
①～②

○単純・定型的な業務に従事する層

○ビジネスソリューション
を考える層

○ビジネスの現場で活躍
する層

○経営者層

○IT⼈材には、セキュリティ、システム開発、データサイエンス等の個々の専⾨分野におけるスキルをブラッシュアップさせて
いくことが必要。

〇⾮IT⼈材には、経営者層、ビジネスソリューションを考える層、ITを駆使してビジネスの現場で活躍する層など、それぞ
れの仕事を遂⾏するためのITリテラシーを⾝に付けることが必要。

学生（就職）

（具体的なスキルイメージ）
・・・
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（具体的なスキルイメージ）
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ＩＴスキル標準におけるレベル（イメージ）

OJT＋Off‐JTにより移行

・ビジネスにお

けるＩＴの重要
性を理解し、
経営判断が
できる

・ビジネスの企画立案に
ＩＴの力を活用できる

・ＩＴを駆使しながら個々の
業務の生産性を向上させる

ITの専門スキルにおけるレベル
（イメージ）

ベンダー企業

高度

ユーザー企業

基本

ベンダー企業⇒ユーザー企業
へのIT人材のシフト
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レベル

レベル
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